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国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ

ま
す
が
、
平
成
　
年
度
の
保
険
料
は
、
前
年

25

度
よ
り
　
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
5

60

0
4
0
円
と
な
り
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
1
年
分

の

「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
ま
す
。

　
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振

替
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
無
い
学

生
の
方
が
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど

に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

★
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査

　
一
般
の
保
険
料
免
除

（
全
額
免
除

・
一
部

納
付
）
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て

保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
る
か
を
判
定
し
ま

す
が
、
学
生
納
付
特
例
は
、
ご
本
人
の
み
の

所
得
で
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
世
帯
主
の
所
得
が
高
く
、
保

険
料
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
学
生
の
方
で

も
、
所
得
が
な
い
場
合
は
学
生
納
付
特
例
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

★
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
手
続
き
が
簡

　
素
化
さ
れ
て
い
ま
す

　
平
成
　
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承

24

認
を
受
け
た
方
で
、
引
き
続
き
平
成
　
年
度

25

も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

３
月
下
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
学
生
納
付
特
例

申
請
書

（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
　
年
度

25

に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
い

　
　
た
だ
く
方

　
②
平
成
　
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承
認

24

　
　
に
な
っ
て
い
な
い
方

　
③
在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る
方

　
①
～
③
に
該
当
す
る
方
は
、
役
場
町
民
生

活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
の
申
請
締
切
は
４
月

24

　
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
請

30手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
少
子
化
対
策
・福
祉
対
策
の
一
環

と
し
て
、
２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
や
、
寝
た

き
り
の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る
ご
家
庭

に
対
し
て
、
一
定
の
処
理
量
ま
で
の
手
数
料

を
減
免
し
ま
す
。

　
現
在
、
乳
幼
児
と
寝
た
き
り
の
要
介
護
者

に
と
っ
て
必
需
品
で
あ
る
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
家
庭
に
お
い
て
、
申
請
が
あ
っ
た

家
庭
に
限
り
、
次
の
と
お
り
指
定
ご
み
袋
を

無
償
で
配
布
し
ま
す
。

●
誕
生
時
・
・
・
燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
３０

●
１
歳
の
誕
生
月
・・燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
２０

●
２
歳
の
誕
生
月
・・燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
１０

●
要
介
護
者
・
・
・
燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
３０

申
請
方
法

　
お
子
さ
ん
が
誕
生
さ
れ
た
ご
家
庭
に
つ
い

て
は
、
１
カ
月
以
内
に
町
民
生
活
課
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
歳
又
は
2
歳
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家

庭
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
寝
た
き
り
の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る

ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、
毎
年
4
月
に
町
民
生

活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
4
月
以

降
で
あ
っ
て
も
申
請
は
受
け
付
け
ま
す
）。

申
請
に
必
要
な
も
の

●
乳
幼
児
・
・
・
・
「
母
子
手
帳
」
と

「
印
鑑
」

●
要
介
護
者
・
・
「
介
護
状
態
の
分
か
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

「
印
鑑
」

　
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以

内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住

所
を
有
す
る
方
に
、
随
時
墓
地
使
用
許
可
申

請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
新
冠
共
同
墓
地

（字
西
泊
津
）

　
　
　
　
7
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

産
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
　
年
度
の
保
険
料
は

25

　
　
　
　
  　
月
額
1
万
5
0
4
0
円

  環
境
衛
生
だ
よ
り

エ
ン
ゼ
ル
券
（
ご
み
処
理
手
数
料
の
減
免
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
申
請
に
つ
い
て

「学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
は

新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
に
つ
い
て
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
⑨

○り 
　
森
み
つ

　
1
9
2
2
年
～
1
9
6
7
年
。
旧
姓
阿
部
み

つ
。
札
幌
市
に
生
ま
れ
た
後
、
昭
和
　
年
に
新
冠

27

村
職
員
の
森
多
賀
雄
と
結
婚
し
新
冠
に
移
る
。　

　
早
く
か
ら
詩
の
創
作
活
動
を
し
て
お
り
、
本
格

的
女
流
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
昭
和
　
年

「北
海
道
賛
歌
」
の
募
集
に
応
募
し
、

35

多
く
の
応
募
作
品
の
中
、
見
事
首
席
に
選
ば
れ
一

躍
脚
光
を
浴
び
た
。
そ
の
他
、
婦
人
会
活
動
も
積

極
的
で
、
日
高
に
お
け
る
婦
人
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
読
み
札
に
あ
る

「凛
冽
の
風
」
は
、
北
海
道
賛

歌
の
中
に
出
て
く
る
名
文
で
あ
る
。

　
　
凛
烈
（
り
ん
れ
つ
）
の

　
　
　
　
　
　
　
風
詩
人
森
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
賛
歌

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。


